
第16回旧RD最終処分場問題連絡協議会

平成28年6月27日

資料 ４

工事の施工方法について

平成28年度の工事施工箇所について

撮影日 平成28年5月26日

・廃棄物土掘削工 ・浸透水貯留層工
・止水矢板工 ・選別土埋戻し
・底面遮水工

A工区

・廃棄物土掘削工
・止水矢板工

B工区

・廃棄物土掘削工

C工区およびD工区

・運転管理

選別処理施設
水処理施設

・選別土仮置き

埋戻し可能物
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平成28年度 工程表

8月頃

見学会(予定)

4月23日

見学会
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B工区掘削中

見学会(予定)

項 目 数量 単位
前回(2月末)

との差

仮置物撤去土量 21,300 ㎥ ±0

A工区他掘削土量 42,800 ㎥ +14,500

埋戻可能物仮置土量 58,300 ㎥ +15,000

埋戻再生資源 9,300 ㎥ +2,100

場
外
へ
の
搬
出
・処
分
量

廃棄物

可燃物
（主に廃プラスチック類で木くず等が混じるもの）

7,600 t +2,200

不燃物（ガラス陶磁器くず、金属くず） 530 t +230

有害物（掘削由来：バッテリー、感染性廃棄物相当物） 5.3 t +2.5

有害物（場内残置物：バッテリー、変圧器等） 0.8 t ±0

廃棄物
混じり
の土

有害物（平成26年度 A-1区画他） 2,800 t ±0

ドラム缶およびその内容物が浸潤した
廃棄物土・医療系廃棄物混じり土

34 t +0.16

鋭利なものを含む等、選別に適さない廃棄物土等 590 t ±0
セメント混合廃棄物土 118 t ±0

選別土 ふっ素が土壌環境基準を超過したもの 3,000 t ±0

資源化 金属くず 97 t ±0

二次対策工事土工・処分実績（平成28年5月末現在）
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底面遮水工の施工方法について①

底面遮水工の構造
① セメント改良土とベントナイト改良土の組合せ構造とし、厚さを１ｍとする。
② 施工性が良く、遮水性などの品質も安定しているセメント改良土を主体とする。

③ 水分を吸収すると膨張して遮水性を高める性質を持つベントナイト（粘土鉱物）を
添加した改良土をセメント改良土の間に挟みこんで拘束することにより、万一、
浸透水が漏えいした場合にあっても確実な遮水性を確保する。

（必要に応じて実施）
セメント改良土　25cm
ベントナイト改良土　25cm
セメント改良土　25cm
セメント改良土　25cm

1m

kc3
kc3

ks2

kc2

排水材(砕石) t=30cm

廃棄物層

基盤材

ks2

廃棄物層

底面遮水工 1 m

浸透水貯留層

EL.122.0m
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底面遮水工の施工方法について②
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セメント改良土の材料
• セメント添加率は、配合試験の結果から、透水係数（１×10-7cm/s以下）を

確保できる５％ （添加量100kg/m3）と する。
• 母材は㈱鴻池建設大津砕石工場で産出する細粒分質砂（F-2.5）を使用

する。溶出試験の結果に問題はなかった。
ベントナイト改良土の材料
• ベントナイトの添加率は、配合試験結果から透水係数（１×10-7cm/s）以

下を確保できる4.5％とする。
• 母材は細粒分質砂（F-2.5）を使用する。

基盤材の材料
• 「選別再生資材（コン殻）」を利用する予定であったが、浸透水貯留工で

の利用により量が不足するおそれがあるため、細粒分質砂（F-2.5）に変
更する。

• 室内試験により、現地盤よりも高い強度を有することを確認済み。



底面遮水工の施工について③

今後、試験施工を行い、施工仕様を決定し本施工を行う。

セメント改良土の施工状況（他事例）

母材とセメントの機械混合の状況 セメント改良土の転圧状況
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廃棄物土掘削工の掘削工程について①

Ａ工区の止水矢板および底面遮水の施工中、またＢ工区の有害物
調査の実施中は、廃棄物土の選別作業を中断させないために、Ｃ工
区の浸透水の水位よりも高い範囲の廃棄物土掘削工を実施する。

なお、調査完了後、Ｂ工区の掘削を行う。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

廃棄物掘削工 掘削量(m3)

Ａ工区掘削 52,400

Ｂ工区掘削 19,500

Ｃ工区掘削 23,800

Ｄ・Ｅ工区掘削 81,400

＜凡例＞ 廃棄物掘削工 底面遮水工

平成28年 平成29年 平成30年
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廃棄物土掘削工の掘削工程について②
先行するＣ工区の掘削範囲（例：No.4）

浸透水の水位

（掘削範囲）

（掘削ライン）

No.4

Ｃ工区の廃棄物土掘削は、浸
透水の水位よりも高い範囲で実
施する。
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平成28年度 アドバイザー確認結果について

協議事項 樋口先生 大嶺先生 梶山先生 小野先生 大東先生

① 底面遮水工

の施工方法に
ついて

・底面遮水工の施工方
法について、特に問題
はない。

・３層より４層の方が構
造的には良い。

・基盤材については、締
固めをしっかりと施工を
行うこと。

・底面遮水工の施工方
法について、特に問題
はない。

・現場での締固め等の
品質管理をしっかりと行
い、施工する。

・底面遮水工の施工方
法について、県の説明
は理解した。
・底面遮水工は25cmの
4層とのことだが、各層

の厚さが薄いので均一
な施工が可能なのか懸
念している。

・基盤材についても、締
め固めが不十分だと不
等沈下を起こすので注
意が必要。

・底面遮水工の施工方
法について、了解した。

・しっかりと締固めを行
い、施工すること。

・底面遮水工の施工方
法について、了解した。

・下位の地下水に注意
して、締固め等の品質
管理をしっかりと行い、
施工すること。

・地震については、地盤
と一緒にうごくため活断
層が直下にない限り壊
れない。

・阪神大震災、東日本
大震災や、今回の熊本
地震でも処分場がこわ
れたという報告はない。

・盛土や擁壁ならともか
く、地下構造物は地盤と
一緒に動くので、地震に
対しては耐性がある。

・底面遮水について、地
震の影響が少ないこと
は理解した。

・クラック等が発生した
場合等のモニタリングの
方法を検討しておいた
ほうが良い。

・地震に関して、活断層
の近くでなければ、特
に問題はない。

・なお、止水矢板も埋め
殺しであり、漏えいしに
くい工法となっている。

・地震については、活断
層の直下は変位が大き
いが、ここでは特に問題
はない。

・液状化も大丈夫だと思
うが、施工時には水を
十分切るなど、注意して
施工する必要がある。

② 廃棄物の掘

削工程につい
て

・廃棄物土の掘削工程
については、特に問題
はない。

・廃棄物土の掘削工程
については、特に問題
はない。

・廃棄物土の掘削工程
については、了解した。

・廃棄物土の掘削工程
については、特に問題
はない。

・廃棄物土の掘削工程
については、特に問題
はない。



廃棄物土掘削(B工区)の状況

撮影日 平成26年5月7日

撮影日 平成28年3月5日

撮影日 平成28年4月20日

・ A工区掘削の進捗に伴い
進入路を造成

現在の状況

沈砂池底面土砂の下で
廃コンデンサ発見
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廃コンデンサ
発見日：平成28年4月5日(火)
場 所： 沈砂池底面土砂の下
個 数： 1個 (銘板なし)
状 態： 内部に油が僅かに残存

漏洩はなし
その他： 周辺に他の廃コンデンサはなし

発見箇所

PCBが混入した廃コンデンサ

45cm

35cm

廃コンデンサ

10cm
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廃コンデンサ発見後の対応
・ 危険物保管ヤードへ移動、適正保管
・ 「内部の油」と「周辺の廃棄物土」のPCB濃度分析を実施
・ 作業関係者全てに改めて安全教育を実施

PCB濃度分析結果
・ 内部油：0.6mg/kg (0.5mg/kgを超える場合は低濃度PCB廃棄物に該当)
・ 周辺廃棄物土：不検出

今後の対応
【廃コンデンサ】
・ 環境大臣認定を受けた無害化処理認定施設に処分を委託予定

【監視】
・ これまで通り監視員を立会させ慎重に掘削を進める
・ 万が一内部油が漏洩した場合には速やかに浸潤土砂を回収し

隔離可能な常備している資材を使って適正保管する

PCBが混入した廃コンデンサ

⇒ 発見時の状況と分析結果から
周辺廃棄物土への内部油の漏洩はなかったと考えられる
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鉛含有廃棄物土について

・ 平成28年5月30日に選別が終了
・ シートで上下を覆い

飛散と雨水浸透を防止したうえで
場内に仮置き中 (約390m3)

現在の状況

第14回連絡協議会 資料3-2の対応方針に則り施工中

【鉛】
試料①：<0.001mg/L (定量下限値未満)

試料②：<0.001mg/L (             〃 )

適合確認試験(溶出試験)の結果

・ 粘性土で包み元の位置付近(予定)に
埋め戻して位置情報を記録

今後の対応

現在の仮置き位置

元の位置

現在の仮置き状況
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鉛含有廃棄物土の対応方針 (参考)
第14回連絡協議会 資料3-2 より抜粋
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